
靴：靴底がでこぼこになってい
るもの。足首を保護するために、
くるぶしまですっぽり収まるハ
イカットがおすすめです。

腕時計 ：計画どおりに登山
ができているかをチェック
しよう。 

リュック： 登山中に両手が
自由になるよう両方で背負
うものを。 

帽子： 日よけや頭の保護。
寒い季節には防寒用にも。 

上着：登山中は体温が上がりや
すく、休憩中は汗が冷え体が冷
えやすいため、簡単に着脱がで
きる上着を用意しておく。

　　　登山届を必ず提出　　　天気の変化に注意

　　　危険な生き物に注意

　登山届は各登山口、紀宝町 HP、役場窓
口で入手することができます。
　万が一遭難した場合には、これをもと
に捜索しますので、入山前には必ず登山
口の提出箱、または警察署へ届け出てく
ださい。

　山の天気は変わりやすく、急に雨が降
ってきたり、霧が立ち込めて視界が悪く
なったりすることがあるため、事前に天
気予報を確認しておくことが大事です。
　また、上着と兼用できるレインコートを
準備しておくと急な雨にも対応できます。

　山にはハチやムカデ、マムシなどの毒ヘ
ビ、サルやイノシシといった生き物がいま
す。小さい虫などは虫除けや肌を露出しな
い服装などである程度対策できますが、イ
ノシシなどに遭遇した場合は、刺激せずに、
そっとその場を立ち去りましょう。　

事
前
の
準
備
で
楽
し
い
登
山
を

　

子
ノ
泊
山
登
山
は
、
日
帰
り

で
き
る
コ
ー
ス
で
す
が
、
甘
く

見
て
い
る
と
滑
っ
て
ケ
ガ
を
し

た
り
道
に
迷
っ
た
り
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
し

っ
か
り
と
事
前
に
コ
ー
ス
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
、
登
山
に
必

要
な
荷
物
を
準
備
し
て
お
く
こ

と
、
適
切
な
装
備
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

基
本
的
な
持
ち
物
と
し
て
は
、

道
に
迷
わ
な
い
た
め
に
登
山
地
図

と
コ
ン
パ
ス
。
ま
た
登
山
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使
う
の
で
お

弁
当
や
行
動
食
、
水
分
は
気
温
に

も
よ
り
ま
す
が
、
春
や
秋
で
１
ℓ

程
度
は
必
要
で
す
。
タ
オ
ル
は
汗

を
拭
く
ほ
か
、
日
よ
け
、
ケ
ガ
を

し
た
と
き
包
帯
代
わ
り
に
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
天
気
が
悪
く
な
っ
た

と
き
や
予
想
以
上
に
下
山
が
遅

　

子
ノ
泊
山
は
決
し
て
高
い
山
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
ま
で
何
名
も
の
方
が
道
に
迷
い
、

平
成
20
年
に
は
１
名
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

登
山
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
に
は
、
事
前

の
準
備
や
計
画
が
重
要
で
す
。ま
た
、登
山
届
は
、

万
が
一
の
命
綱
で
す
。
入
山
前
に
必
ず
登
山
口

の
提
出
箱
や
警
察
署
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
道
に
迷
っ
た
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

引
き
返
す
こ
と
が
最
善
で
す
。
し
か
し
、
完
全

に
道
に
迷
っ
た
ら
、
ま
ず
は
休
憩
を
と
る
な
ど

し
て
落
ち
着
く
こ
と
、
周
囲
を
観
察
し
て
登
山

道
を
探
し
て
み
る
こ
と
で
す
。
絶
対
に
谷
に
は

降
り
ず
に
、
尾
根
を
目
指
し
て
登
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
も
対
処
し
き
れ
な
い
と
き
は
、
携
帯

電
話
が
つ
な
が
る
場
所
を
探
し
、
早
め
に
救
助

要
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
時
に
は
、
遭
難
者
の
氏
名
、
容
態
、
登

山
届
の
有
無
な
ど
を
確
認
し
ま
す
が
、
何
よ
り

場
所
の
情
報
が
重
要
で
す
。
ス
マ
ホ
で
緯
度
、

経
度
を
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
登
山

前
に
表
示
方
法
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

位
置
情
報
の
把
握
で

救
助
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に

れ
て
暗
く
な
っ
て
き
た
と
き
、

ケ
ガ
を
し
た
と
き
な
ど
に
備
え

て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
装
備

や
準
備
物
を
参
考
に
、
登
る
季

節
や
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
合
わ

せ
て
必
要
な
も
の
を
考
え
て
調

整
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
ペ
ー
ジ
の
登
山
の
心

得
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

登
り
出
し
て
か
ら
慌
て
な
い
よ
う
に

準
備
は
万
全
に
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虫除け手袋

ごみ袋・ビニール袋 登山地図 コンパス

行動食

お弁当

ヘッドライト

救急用品・薬
（絆創膏・テーピングなど）

笛

ライター保険証

レインコート

水（１ℓ程度）

タオル携帯電話ティッシュ

熊野市消防署 紀宝分署

　山
や ま も と

本 雅
の り お

生 分署長

２スマホは便利！
だけど、頼りすぎには要注意

　スマホはカメラや時計の機能があるだけ
でなく、事前に GPS アプリを入れておく
と、地図と現在地が表示されとても便利で
す。しかし、精度が十分でない場合や電波
や GPS が入らないこともあります。また、
電池切れにも注意が必要です。

基本的な持ち物あると便利なもの非常時に備えて

服装：体を動かしやすい化学繊
維素材の服、またはスポーツウェ
ア、ジャージなど。綿素材の服は
乾きにくいので避けましょう。

 2019 - 10 4Kiho


